
 

「科学の再興」に関する有識者会議設置要綱 
 

令和７年７月２９日  
文部科学事務次官決定 

 
１．趣旨 
   現在、2026（令和８）年度からの第７期「科学技術・イノベーション基本計画」の策定に
向けた検討が総合科学技術・イノベーション会議基本計画専門調査会を中心に進められてい
る。当該専門調査会においては、先般、これまでの議論を踏まえた「中間取りまとめに向けた論
点整理案」が示された。その中の主要な論点として「科学の再興と技術・イノベーション力の強
化」が挙げられており、「基礎研究力を抜本的に強化し、「科学の再興」を目指す」方向性が示
されている。 
我が国の研究力は近年、相対的に低下しており、これまでも様々な対策を進めてきたが、依

然として厳しい状況にある。特に創造的かつ革新的な新たな「知」の源泉として中心的な役割
が期待される大学等における研究環境の改善や若手人材等の育成・確保、国際的なプレゼ
ンスの低下等の課題が指摘されている。研究力の抜本的強化による「科学の再興」は、まさに
我が国の科学技術・イノベーション力を強化し、我が国経済の成長や地球規模課題を解決す
るための基礎体力の強化そのものであり、今後の労働人口の減少や生成 AI の進展等も踏ま
えた抜本的な対策が必要である。こうしたことから、これまでの科学技術・学術審議会等におけ
る議論の蓄積も踏まえ、「科学の再興」に向けた具体的な対応策を取りまとめるため、本有識
者会議を設置する。 

 
２．協議事項 

「科学の再興」に向けた、以下の事項に関する具体的対応策 
・ 学術研究・基礎研究を促進する研究環境の改善・充実 
・ 大学等におけるマネジメント改革の加速 
・ 日本全体の研究力発展を牽引する研究大学群の形成 
・ 財源の多様化、基盤的経費や競争的研究費の在り方 
・ 科学技術人材の育成・確保 
・ 国際プレゼンスの強化                      等 

 
３．構成員等 
（１）本有識者会議の委員は、科学技術・イノベーション政策に関する学識経験者等として、

別紙に掲げる者とする。 
（２）本有識者会議には、必要に応じて、別紙以外の有識者を参画させることができる。 



 
 

 
４．実施期間 
  令和７年７月２９日から令和８年３月３１日まで 
 
５．その他 
  この有識者会議に関する庶務は、関係局課の協力を得つつ、科学技術・学術政策局研究
開発戦略課において処理する。 
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